工事写真管理と連動して出来形管理ができる
『フォトマネージャ10』無償ダウンロード開始
　建設系ソフトウェア会社の(株)ワイズ（本社：長野県長野市）は、デジタル写真管理システム『フォトマネージャ』に出来形管理データ連動作成機能を追加して、バージョンアップした。
　今回のバージョンアップでは、写真管理の作業から出来形管理データが自動で作成されるデータ連動や、工事写真帳のExcel出力などの機能が追加され、最新OSのWindows 8（32/64bit）にも対応した。また、写真表示速度の向上、拡大・縮小機能の強化など、写真管理作業の操作性がアップされており、作業の効率化が図れる。

　同システムは、同社ホームページ（http://www.wise.co.jp/）よりフリー版をダウンロードでき、初めてインストールしてから一年間は全ての機能を無償で利用できる。また、フリー版の期限が既に切れているユーザーや、間もなく期限が切れてしまうユーザーに対しては、試用期限を延長し、四月三十日まで利用できるようになっている。そのため、新規・既存ユーザー問わず平成二十四年度工事で新しい『フォトマネージャ10』が利用できる。

製品版については、従来通り九八〇〇円で購入できる。現在は予約を受け付けており、リリース予定は十二月十日となっている。

　資料請求等の問い合わせは、(株)ワイズ（〇二六―二六六―〇七一〇）　　担当　西澤まで。
